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生年月日　1978年 6月広島県生まれ
最終学歴　 2001年　山口大学
　　　　　工学部　機械工学科卒
業務経歴　2001年㈱竹中工務店入社
　　　　　2004年～広島支店設計部
　　　　　2012年～大阪本店設計部

●担当した主なプロジェクト
2002年　不二電機本社ビル
2003年　小林邸
2005年　天満屋岡山駅前ビル
2006年　福山蔵王病院
2008年　岩谷産業中国支社
2009年　イオンモール広島祗園
2011年　西大寺グリーンテラス
2012年　寺岡整形外科病院
2014年　岡山川崎病院（建設中）
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医療施設と商業施設における環境と融合する設備計画

■寺岡整形外科病院
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●自然の恵みを活かした
　やすらぎの空間の創出
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●パッシブ換気システムの
　挙動と効果
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●病院の安全・安心
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■電力の確保
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既設発電機

新設発電機
スプリンクラーポンプ（既設）

ポンプ（上水・井水・吸引）

医療ガス機器・冷蔵庫・医療モニター

手術室・病室・ＳＳ等の電源

スプリンクラーポンプ（将来）

手術室・サーバー室の空調

既設発電機

新設発電機
スプリンクラーポンプ（既設）

ポンプ（上水・井水・吸引）

医療ガス機器・冷蔵庫・医療モニター

手術室・病室・ＳＳ等の電源

スプリンクラーポンプ（将来）

手術室・サーバー室の空調

図- 2　既設・新設発電機と対象負荷

■給水の確保
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図- 1　講堂のパッシブ換気システム

温度条件 状態 換気口① 換気口② 換気口③ ファン 温度条件 状態 換気口① 換気口② 換気口③ ファン 温度条件 状態 換気口① 換気口② 換気口③ ファン

外気＞室内 自然換気あり 開 閉 開 停止 天井＞室内 暖房利用あり 閉 閉 閉 運転

外気＜室内 自然換気なし 閉 閉 閉 停止 天井＜室内 暖房利用なし 閉 閉 閉 停止
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■イオンモール広島祗園
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●地球環境への配慮
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●冬期の店内寒さ改善
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図- 3　モール通路の照明
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図- 4　改善前・改善後の空調システムの運用


